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室内塵中ヒョウヒダニアレルゲン簡易測定キ ット

 「アクロテス ト」の有用性の検討
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要 旨

 ア レル ギー疾患の増悪因子 として重要な, 室 内塵 中の ヒョウヒダニア レルゲンを半定量できる簡易キ ッ トとし

て新 しく開発 されたアクロテス トの有用性 を従来のELISA法 と比較検討 した. 29家 庭 において家庭用電気掃除機

の紙パ ック内に集積 した塵のダニア レルゲン濃度をア クロテス トとELISA法 に よるDer Iを測 定 して比較 した, ア

クロテス トの再現性, 検 体量, 反応 温度の影響 を検討 した. ア クロテス トの判定値を5段 階のAclogradeに, ELISA

法 でのDer Iを5段 階のELISA classに ス コア化すると, 相 関係数0. 602(p<0.0001)で 有意な相関がみられた. 再

現性 も比較的安定 し, 温度, 量 に よる影響 も受 けに くかった. 1回 の測定に必要な塵の量が多いとい う問題点は

あるものの, 特 殊な設備 を必要 とせず, 簡 便に行える利点があり, 患者が各家庭で簡便にダニアレルゲンのスク

リーニングを行 うのに有用な検査方法 と思われ る. 

 はじめに

 気管支喘息, ア トピー性皮膚炎を初めとして, アレ

ルギー疾患の抗原 としてヒョウヒダニは重要であり1
-3), 治療の中でもダニ対策を中心とした環境整備が

大きな位置を占めている4-6). しかし, 個々の患者に

即した, より具体的な環境整備の指導には, 患者の各

家庭のダニ抗原量を把握することがまず必要となる
6). 今回我々は, 室内塵に含まれるヒョウヒダニアレ

ルゲンを半定量できる簡易キット 「アクロテス ト」を

使用する機会を得たのでその有用性を検討 した. 

対象と室内塵の採取方法

 対象は, 気管支喘息やア トピー性皮膚炎で神奈川県

立こども医療センターアレルギー科に通院中の患者の

うち主治医が任意に抽出した7家 庭と, 当センター職

員の22家庭であり, 1998年2月 から8月 の間に室内塵

を採取した, 採取方法は, 職員については各家庭で使

用している家庭用掃除機を用いて家屋全体で採取 し, 

紙パック内に集積した微細塵を用い, 患者については

同じく各家庭で使用している家庭用掃除機に, ダニを

通さない高密度繊維(帝 人 ミクロガー ド(c))製の小袋

をとりつけて居間の床全体を5分 かけて採取 した. 両

者より得られた塵から, 一部をとりわけてアクロテス

トに用い, 一部 をELISA法 で の測定に用いた. 

ELISA法 に よるDer lの測 定

 ELISA法 は(株)LCDに 依 頼 し, 塵1gあ た りのDer plと

DerHの 量(μg/g)を 測 定 し, そ の和 をDer I(μg/g)

と して表 し, 今回の検討に用いた. 

ア クロテス トの測定

 ア クロテス トは, 反応紙上のpolyclonal抗 ヒ ョウヒダ

ニ抗体 と, 附 属の専用スプーンー杯の塵中のダニア レ

ルゲンを1時 間室温で反応 させ, 赤色系の呈色反応を

利用 した1回 分ずつのキ ッ トである. 添付の説明書で

は, 図1左 部分のように呈色の濃 さにより, 反応 を3

段 階に判定す るが, 今 回我 々は右のよ うに, 新 たに0

か ら4の5段 階のAclogradeを 設 けて判定 した. 尚, 説

明書では, Aclograde 4に 相 当するstrongly positiveは

Der Iで2μg/gfine dust以 上 とされている. 

E〕SA法 とAclogradeと の 対応関係

 ELISA法 に よるDer Iを表1の よ うにELISA classと

して1か ら5ま での5段 階に分けた. この分類による

とAclograde 4はELISA class 3以 上 に相当す ることと

なる. 
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ア ク ロテス トとELISA法 の相関

同一検体でのアクロテス トとELISA法 で のDer I, 及

び, AclogradeとELISA classの相 関を検討 した.

試料及び判定者 による誤差, 試 料の量 と反応温度が及

ぼす影響

 再 現性については, 5検 体 をそれぞれ5個 のキ ッ ト

計25個 を同時に反応 させた. 判 定は4人 で行いその平

均値をとった. 判定者による誤差については, 無作為

に抽出した5検 体に対し4人 の判定者の判定値を比較

した. 

 反応温度の影響をみるために, 同一検体を, 標準的

な室温の範囲内と考えられる26度 と, 低温下として5

度, 高温下として37度の3種 類の温度で反応を行っ

た. 判定値は4人 の判定者の平均をとった. 

 試料の量による影響に対しては, 5検 体で規定の量

図1 Aclogradeの 設 定

表1 ELISA classとDer 1の 対 応
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(付属のスプーンす りき り1杯, 0.02±0.008g, n=38)

と, その1/2, 1/4量 を同時に反応 させた. 判 定値は4

人 の判定者の平均をとった. 

 結 果

アクロテス トとELISA法 の相関

 同 じ検体を用いて測定 したAclgradeとELISA法 で

Der Iの相 関を図2に 示す. Aclogradeは4人 の判定者の

平均値を用いたい. 尚, 各判 定者は事前に他の判定者

の判定値 は知 らされていなかった. 

 検 体 数61, 相 関係数は0. 322(P=0. 011)で あ り, グ

ラフ中の分布 をみると, キ ッ トに添付の説明書では, 

Aclograde 4は2μg/g fine dust以 上 に相 当するとなっ

ているが, 実際には10μg∠g fine dust前 後 か ら反応 して

いることがわかる. 

図2 AclogradeとDer Iの相 関

n=61
r=0.322

p=0.011

図3 AclogradeとELISA classの 相 関
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次 にAclogradeとELISA classの 相 関を図3に 示す.

Aclogradeは4人 の平均値の小数点以下を四捨五入 し

て表 示 した. Acl0gradeとELISA classの 相 関係 数 は

0.602(p<0.0001)と 有 意な相関を認 めた. 

再現性と判定者による誤差

 同一検体の5個 はそれぞれ直線で結ばれている. 1

検 体 につき各5個 の判定の変動計数(標 準偏差/平 均

値 ×100(%))は5検 体の平均で17. 5%と な った. (図

4)

 判 定者による誤差は図5に 示す. 4人 の判定者 の判

定値のずれは1段 階以内に とどま り, 変 動係数は平均

11. 3%で あった. 

反応温度, 検体の量による影響

 26度 と, 5度, 37度の3種 類の温度で各5検 体を測

定した結果, 各温度間では有意な差はみられなかった

が, 低温下で判定値が低くなる試料もみられた. (図6)

 検体の量による影響については, いずれも有意差は

みられなかったが, 1/4量で低値にでるものもあった. 

(図7)

考 察

 アクロテス トは反応紙上にコーティングされた抗

図4 同一検体における再現性

n=5

図5 判定者による誤差

n=5

図6 反応温度による影響

n=5

図7 試料の量による影響

n=5
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ヒョウヒダニ抗体 と試料中の ヒョウヒダニア レルゲン

の結合を赤色系の色素(Saramon Brilliant Pink)の 呈

色強度を利用 して判定 している7,8). 抗 原 抗体結合反

応 と反応液中のコロイ ド状の色素の結合はキ ッ ト付属

の容器 内で室温で行 うため, 特別 な環境 を必要 とせず, 

どこにおいてでも測定できる利点を有する. それに対

し, 現在 ダニア レル ゲン測定 に広 く用い られてい る

ELISA法 は, 精度 が高い とい う長所の反面, 測 定に特

殊 な機器 と技術を要す るとい う短所 を有す る. そ の他

にはこれまでに簡易キ ッ トとしてACAREX(R)9,10)が 発

売 されているが, これは, ダ ニ をは じめ とするクモ綱

の糞中に含まれるグアニンを測定 してお り, ダニア レ

ル ゲンそのものを測定 していない こと, 測 定値 にば ら

っきが多い11)こ とな どか ら一般的に広 く使用 され るに

は至 っていない. そ のため, 本 キッ トの, ダニアレル

ゲンを直接, 簡便に測定できる利 点は大きい といえる. 

 測 定 に用いる試料にっいては, 説 明書では, 未使用

の紙パ ックをつけた掃除機 を用いて採取 した塵, も し

くは寝具や家具を直接たたいて採取 した塵の うち, あ

らい繊維や粗大なかけらを取 り除いて細かな粉末状の

塵を用いるよ う記載 されている. 家庭用掃除機 を用い

た場合, 紙 パック内には粗大なかけ らや毛髪な どの測

定に適 さないもの多 く混在す るため, 紙 パ ックの内袋

と外袋の問に蓄積 した微細塵が測定に適すると考 えら

れ る. (内袋 のメッシュは最大で200～300μmの ため, 

これ を通過 した塵の大きさは100μm以 下で安定 して

い る)12)し か し, 一部屋の1回 分の掃除では, 1回 の

測定に必要な付属スプー ン1杯 の塵(約0. 02g)を 採 取

できないため, 各部屋毎のダニア レル ゲンレベルの測

定は難 しく, 家 屋全体での測定に限 られ るとい う限界

が生 じる.

 キ ッ ト添付の説明書では, ア クロテス トの判定は, 

図1の よ うに呈色 の濃 さによ り3段 階で行 ってい る

が, 3段 階では細かな判定が難 しいため, 今 回は独 自

に5段 階のAclogradeを 設 定 して検討 に用いた. 今 回の

検 討 で はAclogradeに 対 しELISA法 に よ るDer Iと

ELISA classのそれぞれで有意な相関を認 めた. 図2を

みると今回の検討ではAclograde Oと 判 定 され た検体

はなく, Aclograde 1と 判 定された検体のELISA法 での

Der Iの最 低量は0. 36μg/gfine dustで あった. また, 4

人 の判定値がいずれ もAclograde 4に な った検体 での

ELISA法 で のDer Iの 最 低 量 は9. 52μg/g fine dustで

あ った. 添付 の説明書においては, strongly positiveは

2μg/gfine dust以 上 とされ てお り, 一見今回の検討 と

ず れ がみ られ る. し か し, 図1に み られ るよ うに

strongly positiveに はAclograde 4の み でな くAclograde

3も 一部含まれる. 図2よ りAclgradeの4人 の平均値

が3台 の分布 をみ る とELISA法 で のDer Iの最 低量は

1. 65μg/gfine dustで あ った. この ため, 説 明書のよ う

に3段 階に判定する と2μg/g fine dust以 上 は全て一

括 されて しま うが, 5段 階 のAclogradeを 用 いることに

より, さ らに10μg/g fine dust以 上 が判別 し得 ることと

な り, よ り的確 なダニ抗原量の把握が可能 となる. こ

のアクロテ ス トは, 少 な くともDer Iが0. 36μg/g fine

dust以 上 の場合は, 検 出可能であ り, 逆 にAclograde 4

の場 合はDer Iは最低10μg/g fine dust以 上 はあると考

えて環境整備 を指導す る必要があるといえよ う. 

 今 回 の検討では, 再現1生については判定値のずれは

1. 25grade以 内, 判定者 による誤差は1grade以 内 と比較

的安定 した結果を得た. この要因としては, ア クロテ

ス トの測定法が複雑なプ ロセスを必要 とせず簡便に行

えることが考 えられ, 環 境整備 を進めてゆ くなかで, 

ダ ニア レルゲン濃度の経時的な指標 として使用できる

可能性 も考えられ る. 

 また温度の影響 については添付 の説明書には, 反応

温度は室温において とされてお り, 特 に反応温度の細

かな指定はない. 今 回の検討で も3種 類の温度下では

いずれ も判定値に有意差は認 めなかったが, 低 温下で

低値 に出るものもみ られたため, 寒 冷地での測定, 及

び同一家屋での経時的測定でも季節 による温度差が著

しい場合 には留意が必要となろ う. また, 1回 の測定

に使用 され る塵は付属のスプー ンす りき り1杯 だが, 

スプー ンが小 さく, 体積 としてはかるため, 量に誤差

が生 じる可能性がある. しか し, 今 回 の検討では1/4量

ではやや低めにでる傾向があるものの, 3種 いずれの

量でも有意差は認めなかったため, 実 際の測定時の秤

量の誤差はほ とん ど影響 ない範囲 と思われ る. ただ し, 

前 述 のように, 一 部屋の1回 分の掃除のみでは, 1回

の測定に必要な塵を採取できないため, 各 部屋毎のダ

ニア レルゲンレベルの測定は難 しく, 家屋全体での測

定が望ま しい といえる. 

 以 上のよ うにアクロテス トはヒョウヒダニアレルゲ

ン濃度の絶対値 の判定には適 さないが, 特 殊な設備を

必要 とせず, 誰 でも簡便に行える利点は大きく, あ る

程度の幅を持ったクラス分 けとして, ま た妥当な価格

で提供されればELISA法 で の測定が必要か どうかのス

ク リーニングとして有用である. 

 本 論 文 の要 旨は第35回 日本 小 児 ア レル ギー学 会
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(1998年9, 月 大阪府)で 発表 した. 

 尚 キ ッ トを提供 していただいた東京MI商 会 に深謝

致 します. 
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EVALUATION OF USEFULNESS OF ACLOTEST IN MEASURING OF 

 MITE ANTIGEN IN HOUSE-DUST SAMPLES

Ayako Inaba, Kazuyuki, Kurihara, kazuko Goto, Hiromi Takenouti 

Department o f Allergy, Kanagawa Children's Medical Center

 House dust mite is the chief allergen for atopic patients, and for environmental control, it is important to measure 

the level of this antigen in house dust of each patient's house. We investigated the usefulness of ACLOTEST, a new 

simple kit for detecting mite antigens in house dust. Using 61 dust samples gathered by electronic cleaner in 29 

houses, there was a staistically significant relationship between Aclograde (5-grade classification of the results of 

ACLOTEST) and ELISA class (5-grade classification of Der I measured by sandwich ELISA), and the correlation 

coefficient was 0. 602. Though larger quantity of dust sample is needed for ACLOTEST than for sandwich ELISA, 

ACLOTEST is simple, rapid, and requires no specific instrumentatients. 

 These observations suggest that ACLOTEST, is useful as a simple method to detect the level of mite antigen in 

house dust samples by patients themselves. 


